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第 56回全国産業教育振興大会(宮城大会)における大会決議について

向寒の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

貴職におかれては、我が国の次代を担う専門的職業人(スペシャリスト)を育て

る農業、工業、商業、水産、家庭、看護、情報、福祉の専門学科及び総合学科を設

置する高等学校(以下「専門高校J)における産業教育の振興にご高配を賜り、厚く

御礼を申し上げます。

去る 11月 8日・ 9日の両日、全国の専門高校及び特別支援学校で学ぶ生徒によ

る学習成果発表の祭典である「第 24回全国産業教育フェア(宮城大会)J (文部

科学省、宮城県、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、名取市、名取市教育委員

会、石巻市教育委員会、利府町教育委員会、公益財団法人産業教育振興中央会、全

国産業教育振興会連絡協議会、宮城県産業教育振興協会の主催)を開催し、産業教

育の重要性について、広く一般社会への理解と啓発を行うことができました。

また、 「第 24回全国産業教育フェア(宮城大会)Jに併せて、 11月8日に教

育界、産業界等の関係者による「第 56回全国産業教育振興大会(宮城大会)Jを

開催し、新しい時代にふさわしい産業教育の一層の充実・振興を期することとして

決議(別添)を行いました。

ここに、我が国の社会及び産業の発展や地域の拠点として重要な役割を持つ専門

高校の充実・振興のために、大会決議の各項目の実現に向けて、格段のお取り組み

をお願い申し上げます。



決議
農業・工業 E 商業・水産同家庭園看護"情報岡福祉の専門学科及び総合学科を設置す

る高等学校(以下「専門高校J)は、多くの専門的職業人を育成し輩出することを通じて、

我が国の社会、経済の発展を支える原動力として大きな役割を果たしてきた。近年では、

地域の産業を支える人材の高齢化や団塊世代の退職等に伴う後継者としての人材、少子

高齢化社会を支える医療や福祉を担う人材等を膏てる教育機関として、専門高校の役割

と期待は益々高まっている。

今回、グローバル化や情報化の進展などにより世界全体が大きく変化している中、我

が国にあっては、急速な少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や過疎化の進行への対誌、

そして東日本大震災からの復興など、多くの課題を抱えている。これらを克服し、我が

国が将来にわたって持続的に発展し豊かな社会を築いていくためには、若い人達の力が

必要であることは言うまでもない。専門高校で学ぶ生徒は、自己の将来の職業について

強い目的意識を持ち、将来を担うスペシャリスト(専門的職業人)となることを目指し

ており、これからの我が国の産業"経済の発展、医療関福祉の充実、地域社会の発展に

は欠かせない重要な役割を担っている。

全国産業教育振興会連絡協議会は、全国の専門高校の生徒達による「第 24回全国産

業教育フェア宮城大会」にあわせ、産業界と教育界の強い連携の下、「第 56回全国産業

教育振興大会」を開催し、我が園が力強く発展し、豊かな社会を築くため、専門高校の

より一層の充実・発展に全力を傾け、次の事項の実現に向けて取り組むことを表明する。

一、実践的な職業教育を推進するための教育肉容の充実。生徒が取り組む各種検定試験、

各種発表会園競技会、特色ある教育活動、長期就業体験の推進及びその支援。

一、少人数指導に対応した教職員定数の改善。専門教科担当教員の養成及び採用の拡充。

社会人実務経験者の任用、特別免許状の積極的活用。教員の研修機会の確保及び研修

内容の充実。

一、実践的な職業教育を推進するために不可欠な実験・実習施設及び教育用設備の整備

充実。また、東日本大震災の被災校に対する施設・設備の早急な整備支援。

一、専門高校卒業生の就職における採用枠の拡大、地域による格蓑是正、女子採用の促

進などの就職支援。

一、各種資格・検定等の取得や各種コンクール、就業体験等の活動実績を反映した多様

な入学者選抜など、専門高校の特性を踏まえた大学等入学者選抜の実施・拡充。

一、専攻科を修了した国家資格取得者(看護師、海技士等)の大学又は短大専攻科(保健

師、助産師等)への編入学制度の実現。専攻科における学修を大学等の単位として認

定する制度の実現。

一、専門高校への理解、啓発を図るための「全国産業教育フヱアj等への支援。保護者の

経済的負担の軽減を図るための就学支援等の充実。社会的・職業的自立に資する小学校

段階からのキャリア教育の推進。生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択する中

学校における進路指導の推進。

以上決議する。

平成26年 11月8日

第 56回全国産業教育振興大会(宮城大会)
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